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I .  はじめに

本邦における膵癌罹患率は漸次増加する傾向にあ

り,1979年には7210人が解癌により死亡 している11-

方,診 断技術の進歩した今 日でも発見される時点では

既に極めて高度な進展を示す症例が多 く,そ の治療成

績は消化器癌のなかでも最 も不良なものの 1つ であ

る.治 療の主幹 となる外科的治療成績を本庄 ら分によ

る全国集計でみてみると, 5年 生存率は根治術施行例

の9.5%,手 術死亡率20.8%と極めて不良である。教室

ではより安全で根治性を高める術式を開発すべ く,色

素によるリンパ流の検索,切 除症例,音J検例の検討を

押し進めて来ため～0。今回はこれら考えに則 り切除さ

れた解頭十二指腸領域癌症例の リンパ節転移状況およ

びその予後につき検討し,若 子の知見を得たので報告

する。

II.対 象および方法

1)対 象

教室では過去19年間に膵癌手術248例を経験 した。そ

のうちわけは解頭十二指腸領域癌1724/11(膵頭部癌120

例,乳頭部癌38例.膵内胆管癌14例),膵体尾部癌45711,

解全体癌31例である。解頭十二指腸癌の切除率は解頭

部癌18.3%,乳頭部癌89.5%,肝 内胆管癌85,7%で あっ

た。本稿で対象としたのは組織学的に十分な検索がな

された昭和48年12月より昭和53年12月までの 5年 間に

切除された陣頭十二指腸領域癌24例 (陣頭部癌10例,

乳頭部癌 9例 ,膵 内胆管癌 5例 )で ある。

昭和52年4月 以前の14例は全例標準的膵頭十二指腸

切除例であ り,そ れ以降の10例は拡大 リンパ節郭清症

例である。

2)方 法

乳頭部癌,膵内胆管癌では全例膵頭十二指腸切除(以

下 P・D)が ,解 頭部癌では P・D5例 ,陣 全摘 5711(う

ち門脈合併切除 3例 )であった。切除標本は 5mm毎 に

全害Jし,HⅢE染 色を行った。 リンパ節は切除後直ちに

標本より可及的に摘出してホルマ リン固定後, リンパ

節門部を通る 1切片を組織学的に検討した。さらに摘
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過去5年間に切除された膵頭十二指腸領域癌24例 (うち乳頭部癌9例,解 内胆管癌5例,解 頭部癌

10例)について主としてリンパ節転移および予後につき検討した.乳 頭部癌のリンパ節転移率は56%,

転移部位は①⑭②,膵内胆管癌では転移率60%,転位部位は③×②①①①②,解頭部癌では転移率90%,

転移部位は③③×③③②③⑭①②①であった。リンパ節転移と予後では転移陰性6例は5年生存4例

をふくめ全例生存中である。転移陽性例では乳頭部癌 。膵内胆管癌の各 1例が5年生存したが転移部

位は①b① aであり,① ,③ ×に転移を有する例は全例1年以内に再発死した。膵癌ではリンパ節有

転移例は全例再発死した。このことから腸間膜根部,腹 腔動脈根部 ・大動脈周囲リンパ節の徹底した

郭清が必要と考えられた,
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出されなかった小 リンパ節は全割標本から顕微鏡下で

ひろいあげた。手術所見 ,肉眼分類 ・組織学的分類 ・

組織学的所見および リンパ節分類はすべて膵癌の.胆

道癌
2い

胃癌2つ取扱い規約にしたがった。なお ewに つ

いては肝後方剣離面以外に門脈,上 腸間膜動脈周囲剣

離面についても癌細胞の有無を検討した.

ⅡI.結   果

1)組 織像

乳頭部癌の組織型は乳頭状腺癌 7例 ,管 状腺癌 2例

であり,断 端陽性例や被膜浸潤陽性例はなかった。陣

浸潤は 2例 に,十 二指腸浸潤は 3例 に,総 胆管浸潤は

1例 にみられた。ly陽性は 3例 (33%)で あったが v陽

性例はなかった。infでは 21・β7・γlで あらた.peri‐

neural iuvasiOnは1例 にみとめた (表 1).

膵内胆管癌では管状腺癌 3例 ,乳 頭腺癌 2例 であっ

た。断端や被膜浸潤例はなかった。陣浸潤は 4例 ,十

二指腸浸潤は 1例 であり,ly陽 性 5例 (100%),v陽 性

2例 (40%)で あった。inf.では 20・βl●γ4例 であっ

た。perineural invasionは3例 (60%)に みられたが,

膵頭部領域癌拡大郭清切除術症例の検討

表 1 乳 頭部癌症例の組織像

表2 陣 内胆管癌症例の組織像
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これらは胆管周囲の神経組織内にみられたものである

(表2),

陣頭部癌の組織型では管状腺癌 8例 ,腺 扁平上皮癌

1例 ・未分化癌 1例 であった。切除断端に癌細胞の露

出をみる断端陽性例は50%に も及んだ。陽性部位は門

脈切断端に 2例 ,ewに 3例 であった。また門脈剣離

面 ・上腸間膜動脈剣離面 5mm以 内の近傍に癌をみる

例は 7例 であった。なお pw・bdw陽 性例はなかった。

十二指腸浸潤は 5例 ,総 胆管浸潤は 8例 ,門 脈浸潤は

2例 (P]脈合併切除の行われた 3例 中 2例 に陽性)であ

り,ly陽 性は10例(100%),v陽 性は 3例 (30%)で あっ

た。inf.では 21'β O・γ9例 で あった,perineural

invasionが解頭神経叢内にみられた例は 8例 (80%)

であった (表3).

2)リ ンパ節転移部位

摘出 リンパ節個数を標準術式 と拡大術式で比較 して

みると前者で平均23個,後 者では86個で約 3倍 となっ

た。また24例全例の平均 リンパ節個数は52個であった

(表4).
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麦 4 拡 大手術と標準術式とのリンパ節検索コ数

乳頭部癌の有転移例は5例 (56%)で あり,有 転移

例の転移リンパ節個数は1～ 4個,平 均2個,転 移度

は平均3.4%で あった。転移部位は○・⑭・⑫であり転

移率は①44%(① all%,① b44%),① 22%(⑭ aの

み)① 29%(②  a14%,② b14%)で あった。このよ

うに乳頭部癌では腸間膜根部へ向かうリンパ流を主体

とし転移するものと考えられた (表5).

膵内胆管癌の有転移例は3例 (60%)で あり,有 転

移例の転移リンパ節個数は1～ 6個,平均3.7個,転移

度は平均9,2%で あった。転移部位は⑫①①①⑫③×で

あり,転 移率は②25%(靭 帯後部リンパ節のみ)①60%

(①a60%,①  b40%)② 40%(⑭ b20%,① d33%)

①25%① 33%(② aのみ)③ ×33%で あった。膵内胆

管癌では陽間膜根部のみならず,腹 腔動脈根部へ向か

うリンパ流により転移するものと考えられた (表6).

解癌の有転移例は9例 (90%)で あり有転移例の転

移 リンパ飾個数は 1～15個,平 均6,7個,転 移度は

10.8%で あった,転 移部位は③③×③①⑫O⑭ ③⑫⑬

であり転移率は①38%③ ×29%③ 25%① 20%⑫ 40%

(傍胆管リンパ節40%,靭 帯後部リンパ節33%)① 50%

(① a20%,① b30%)① 44%(①  a50%,⑭  b33%,

①C14%,① d14%)① 29%⑫ 40%(②  a30%,② b

10%)① 29%で あったく表7)。このように膵頭部癌で

は極めて広範なリンパ節転移をみたが,癌 占居部位か

らみた転移様式を検討すると,頭 部に限局する例では

⑫③⑭②にのみ転移をみたが,頭 体部を占居する例で

は③③×③①②O⑭ ①⑫③と転移が広範となることが

明らかとなった (表3).

大動脈周囲リンパ節が組織学的に検索された15例

(乳頭部癌4例,膵 内胆管癌4例,膵 頭部癌7例)のう

ち①番有転移例は陣癌2例。膵内胆管癌 1例であった。

これら3例の転移部位は図1に示すごとくLgll.prea‐

ortica superior sinistra 2例 , Lgll interaorticove‐

nosae 2例,Lgll.preaortica inferior sinistra l例で

あった。 これら症例の リンパ節転移度は平均で陣癌

14%,膵 内胆管癌36%,平 均転移個数は解癌13個,膵

内胆管癌 4個 であった。予後は平均3.3カ月(最長 5カ

月)と 不良であった。なお大動脈周囲 リンパ節への単

独転移例はみられなかった,

3)リ ンパ節転位 と予後

乳頭部では直死はなかったが入院死が 1例 (11%)

にみられた。耐術例 8例 の 1年率は88%。2生 率50%・

表 3 陣 頭部癌症例の組織像
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表 5 乳 頭部癌症例の リンパ節転移部位

表 6 胆 内胆管癌症例の リンパ節転移部位

表 7 麻 頭部癌症例の リンパ節転移状況
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障頭部に霞局する例
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頭体部を占居する例
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1982年 1月

表 8 膵 癌占居部位とリンパ節転移状況

伸ｔｉｃｏ，ｖｅｎ。呻ｍ
際ｉｎｔ。ｒａ。ｒ中中

卵　　　Ｌｇ‐．ＵＨ

転の

印
脚巾”

ン
　

際
　
岬

囲周脈動大
　
　
　
　
ｎ・

ｌ

　

　

　

　

　

　

ｐ
．

図

　

４
　
　
・ｓｕｍ　中

解

　

位部移転

―
Ｉ
Ｌ
世
轟

＝

ｍ

０

　

　

７

０
０

Ｊ

ｌ

Ｊ

　　「

‐
―
１
１
１

一

「
―
―
―

輔
度

力
移

り
転

4生率43%・ 5生率33%で あった.

膵内胆管癌では直死はなく入院死を除く3例の5生

率は100%であった.

陣頭部癌では直死 3例であり,入 院死 1例を除く耐

術例 6例の 1生率17%, 5生 率17%で あった。

リンパ節転移と予後をみてみると,図 2の ごとく転

移陰性の6例 は全例生存中である (乳頭部癌 3例 ・鮮

内胆管癌 2例 ・陣癌 1例).転 移陽性例では乳頭部癌,

膵内胆管癌の各 1例のみが生存している.前 者では②

bに後者ではOaに のみ転移がみられたものである.

乳頭部癌 ・膵内胆管癌では① o③×に転移を有する例

では全例再発死した。膵癌ではリンパ節有転移例は全

例再発死しており転移部位 ・転移度による差果はみら

れなかった。

4)剖 検例の検討 (表10)

乳頭部癌 5例 ・陣頭部癌 3例に者」検が行なわれた。
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表10 者J検例の検討
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図2 リ ンパ節転移部位と予後
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字L頭部癌 5例 では肝 ・肺等への血行性転移は 3例 にみ

られたが腹膜播種,残 腺再発はみられなかった。注 目

すべきは 5例全例が上腸間膜動脈根部に局所再発をみ

た。 うち 2例 は上腸間膜動脈根部 。大動脈周囲 リンパ

節にのみ再発がみられた。これら5例 の切除標本の断

端は陰性であったことから上腸間膜動脈根部 ・大動脈

周囲 リンパ節郭清が不十分であった もの と考 えられ

ブ【=.

膵癌の症例6は門脈合併切除をともなう解全摘が,

症例 7は解全摘が施行された 。両者とも陣頭神経叢内

にperineural invasionをみ,ew断 端 5mm以 内に癌

細胞をみとめた。症例 7では11カ月生存したが,音J検

では上腸間膜動脈は大動脈分枝部 lcmか ら3cmの 範

囲にわたり浸潤をうけるも血行性転移 ・腹膜播種はみ

とめなかった.

考  察

現時点では膵頭十二指腸領域癌の治療成績は不良で

あり,諸 家の報告をみてみると膵頭部癌切除例の5生

率 は佐 藤8 ) 1 4 . 3 % , 中山9 ) 1 0 % , 土屋1 °) 0 % , 本

庄分9.5%,Eliasll)7%,Herlnecklの11%,解 内胆管癌

で は佐藤1 7 . 4 % ゆ, 中 山2 5 % P , 土屋1 い1 2 . 5 % , 本

庄ら24.1%,乳 頭部癌では佐藤ゆ38.5%,中 山り44.4%,

土屋1の27.3%,本庄り34.8%である。このように予後不

良である原因は早期発見の立ち遅れもさる事ながら,

外科的治療成績を左右する予後支配因子が不明確であ

る事も一因と考えられる.佐 藤ゆは再発剖検例 8信 の

うち肝転移 7例,所 属 リンパ節再発 6例,残 膵再発 3
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例,腹 膜播種 2例 をみとめ,局 所再発の多い事を指摘

し, リンパ節転移 。被膜浸潤が予後 と相関するとして

いる。また Herlneckりらは局所浸潤,リ ンパ節転移を

主体 とした病期分類を うち出している。すなわ ち

stage l:膵に限局するもの,stage2!周 囲臓器へ浸潤

するもの,stage 3 1リンパ節転移を有するもの,stage

4:全 身的癌波及のあるものとし,stage l,2の みが切

除後の生存期間が良好であったが,stage 3の 予後は

By‐pass手術のそれと差異をみなかったと報告 した。

自験例では リンパ節転移陰性例は全例生存中である

が, リンパ節転移陽性例では 2例 が 5年 生存し得たが

大部分は 2年 以内に再発死している。 リンパ節有転移

例で 5年 生存したのは乳頭部癌,膵 内胆管癌の各 1例

であり, これら症例では①'①にのみ転移をみとめた。
一方,⑭ に転移を有する症例は全例 2年以内に再発死

した。このようにリンパ節転移の有無および転移部位

は予後支配因子として極めて重要なものの 1つ であ

り,教室でもしばしば報告して来たところである。つ6)。

ところで膵実質内リンパ管はKleinlめ,清 水10は腺

房周囲リンパ腔より発するとしているが,森 19,金 子

ら1のは小葉内にはリンパ管はなく,動 脈が小葉内に入

る部分から盲端で始まり,主 として動脈にそい,互 い

に連絡しながら膵被膜下へ出て, さらに膵被膜下を縦

横に走る太い淋巴幹管に合流するとしている。このリ

ンパ幹管は経過中に膵表面より起こる輸出管を受容し

つつ所属 リンパ節へ流注すると報告した,肝 所属 1次

リンパ節についてEvanぎのは解癌取扱い規制でいう③

③①①⑫①②⑤および①であると述べている.井 上1ゆ

も膵所属 リンパ節を③③③①①②O③ ①①②③③×と

し, さらに色素注入部位による流注 リンパ節の相違に

つき言及している。すなわち,肝 頭前面に色素を注入

した場合は腸間膜根部,幽 門下,腹 腔動脈周囲,前 。

後解十二指腸リンパ節へ流れ,膵 頭後面へ注入すると

後膵十二指腸リンパ節,腹 腔肝後部 リンパ節へ流注す

るという。膵体部上半部では腹腔動脈系へ,下 半部は

上腸間膜動脈系へ流れ,解 尾部では陣門,牌 動脈幹 リ

ンパ節を経由し腹腔動脈根部へ向かうものと,膵 下縁

リンパ節 ・中結腸動脈根部 リンパ節を通り,上 腸間膜

動脈根へ向かう2方 向のリンパ流があるとしている。

また三輸●はEvans Blueを解頭部へ注入すると,後

解十二指腸 リンパ節が全例染色されるが,色 素の流れ

は解頭上部を左に横走するもの,中 央を横走するもの

および後下膵十二指腸動脈にそうものの3つ の経路を

みとめたとしている.こ れら3経路は最終的に上腸間

37(37)

膜動脈右側に向かってお り,後 陣十二指腸 リンパ節を

経由せず直接上腸間膜動脈根部へ向か うものもみられ

た事から,上 腸間膜動脈根部に沿 うリンパ節が第 1次

リンパ節であるとしている.ま た乳頭部に色素を刺入

した場合は後下膵に 指腸動脈に沿 うリンパ流が主体

であったと述べている。

色素 1点刺入によるリンパ流の成績は, 自験例乳頭

部癌では②①①にのみ転移がみられ癌のリンパ節転移

とよく一致した。すなわちCubilla,三輪らの指摘する

ごとく,乳 頭部癌では下肝十二指腸 リンパ節への転移

を主体とする事が示唆された。土屋1い,中 山り,村 ら1り

はそれ以外に③⑫への転移が5～ 11%存 在するとして

いる。

腺内胆管癌では⑫(靭帯後部),① ⑭⑫⑥ ×,① に転

移をみとめており,乳 頭部癌と異なり,腸 間膜根部ヘ

向かうもの以外に腹腔動脈周囲および肝十二指腸靭帯

内リンパ節転移が起こるものと考えられた。 と くに空

腸第 1動脈根部 ・③× (腹腔陣後部)リ ンパ節への転

移をみとめており, これらリンパ箇は縦来の解頭十二

指腸切除では郭清されていない可能性があり局所再発

の一因として重要と考えられた。すでに尾崎は2のは乳

頭部癌 4例 でこれらリンパ節に転移をみたと報告して

いる。

自験例の乳頭部癌,解 内胆管癌で①⑫にのみ転移を

有する4例 中2例 は5年生存しえたが,再 発死した乳

頭部癌では剖検により腸間膜根部 リンパ節再発をみと

めた.一 方,① ③文に転移を有する4例 は全例 2年以

内に再発死しており剖検により腸間膜根部のリンパ節

再発 ・肝転移をみた。 こ の事実は腸間膜根部 ・腹腔動

脈周囲リンパ節郭清が不十分であった事を示すもので

あり,今 後は⑭に転移を有する症例をも治癒せしめる

事が課題として残る。肝頭部癌では①③①②⑬①①②

①⑥ ×と極めて多数のリンパ節に転移がみられた。 し

かし癌占居部位からリンパ節転移状況をみてみると,

頭部に限局する711では②①①⑫にのみ転移をみたのに

対し,頭 体部を占居する例ではそれ以外に③③×③①

Oと 牌動脈 ・腹腔動脈周囲リンパ節への転移がみられ

る様になる,井 上は解切痕に色素を注入した場合,上

腸間膜静脈と陣静脈分岐部で2方 向に分かれるとして

いる。すなわち1部は門脈に沿い腹腔動脈根部 リンパ

節へ,他 のルートは下走し上腸間膜根部へ向かうと報

告している.上 述したリンパ節転移形式と併せ考える

と膵切痕がリンパ流の節となっている可能性を示唆す

るものである。しかしEvanslのは膵体部から流出した



リンパ管が幽門下 リンパ節へ流注した例や肝頭部から

流出した リンパ管が解下縁 リンパ節へ流注した例を見

い出しており今後さらに症例をふやし検討してゆくべ

き問題点と考えている。

自験例障頭部癌耐術例の うち有転移Fllでは リンパ節

転移部位 ・転移後を問わず全例 1年以内に再発 した,

音」検 しえた 24/11ではいずれも上腸間膜動脈根部に癌再

発がみられており,局 所切除の不完全さが再発を意起

せしめたものと考えられた。Fortner21)はリンパ節・F弓

脈,時には上腸間膜動脈をも含め局所を en‐blockに切

除するregional pancreatectomyを施行し,良 好な成

績を納めつつあると報告している。われわれは 3例 に

門脈合併切除を伴 う陣全摘出術を施行したが,そ の予

後は不良であった。 し かし症例 7で は11カ月後の割検

で上腸間膜動脈根部にのみ再発をみとめており,Fort‐

nerの regional pancreatecfomyを支持する結果 と考

えられた。

ところで自験例では陣癌の 2例 ,膵 内胆管癌の 1例

に大動脈周囲 リンパ節転移がみられた。 こ れら症例の

転移部位は大動脈間 リンパ節 2例 ,左 上前大動脈 リン

パ節 2例 ,左 下前大動脈 リンパ節 1例 であった。

EvansIつ,井 上 ら10は膵から直接大動脈周囲 リンパ

節や腰 リンパ本幹への色素の流とを少数711ではあるが

みとめたとしている。腹腔動脈周囲,腸 間膜 リンパ節

よりの輸出 リンパ管は木田221,向尾2).平
成

2つらによれ

ば腸 リンパ本幹に流入するものが80%に みられ,そ の

他の例では腰 リンパ本幹や胸管 ・乳靡槽へ直接流入す

るとしている。向尾は膵十二指腸 リンパ節よりの輸出

管は小腸間膜 リンパ節からの輪出管 と合流 し腸 リンパ

本幹 となるとしている.腸 リンパ本幹はさらに胸管 ・

乳靡槽へ2.3%,腰 リンパ本幹へ27.5%,腰 リンパ節ヘ

47.5%が 流入するとしている。 こ の様に膵所属 リンパ

節は腸 リンパ本幹,大 動脈周囲 リンパ節および胸管 と

極めて複雑に連絡しているが,上 記の事実は大動脈周

囲 リンパ節郭清に妥当性を与えるものと考えられる。

Eliaslめ,Fortner2,,永川 らゆは大動脈周囲 リンパ節の

郭清を行 うべきとしてお り,Cubilla29も陣頭より流出

した リンパ管が左傍大動脈 リンパ節へ流注した例があ

るとしている。さらに佐藤ゆは剖検 8例 中 4例 に大動

脈周囲 リンパ節転移をみたと報告している。われわれ

も7例 の剖検例の うち上腸管動脈根部再発は全例にみ

とめたが,大 動脈周囲 リンパ節再発も4例 (57%)に

みとめた.し かし大動脈周囲 リンパ節への単独転移症

例は現在のところみとめておらず,有 転移例では転移

陣頭部領域癌拡大郭清切除術症例の検討 日消外会誌 15巻  1号

度も高 く早期再発例も多い.未 だ症例 も少なく今後さ

らに症例を増やしこの部位の郭清の意義につき解明し

てゆかなければならないと考えている。そのほか陣癌

においては陣頭神経叢内の神経周囲浸潤,門 脈近傍ヘ

の浸潤の頻度が高いことから教室で従来主張している

陣頭神経叢の完全切離 ・門脈合併切除の意義は高いも

のと考える。つ".

まとめ

昭和48年12月より53年12月までの 5年 間に切除され

た陣頭十二指腸領域癌24例につき,主 として リンパ節

転移 と予後につき検討し以下の結論を得た。

1)摘 出 リンパ節ケ数は昭和52年4月 以前の標準術

式では平均23個であったが,そ れ以降の拡大術式では

平均86個と約 3倍 となった。

2)乳 頭部癌のリンパ節転移率は56%で 平均転移個

数2.0個,転 移度は3.4%で あり転移部位は⑬,① ,⑫

であった。

3)陣 内胆管癌のリンパ節転移率は60%,平 均転移

個数3.7個,転 移度は9.2%で あり,転 移部位は③×,

②⑬①①②であった。

4)廊 頭部癌のリンパ節転移率は90%,平 均転移個

数6.7個,転 移度は10.8%で あり,転 移部位は③×③,

①,② ,① ,⑭ ,① ,⑫ ,① であった。

5)リ ンパ節転移と予後では転移陰性の6例 は5年

生存 4例 をふくめ全例生存中である.転 移陽性の乳頭

部癌 ・膵内胆管癌では各々1例 が5年 生存したが, こ

れら症例の転移部位は⑫b,① aで あり,① ,① ×に

転移を有する例は全pl1 1年以内に再発した。膵癌では

リンパ節転移陰性の1例 のみが5年 生存したが, リン

パ節有転移の9例 では全例 1年以内に再発死した。再

発死音」検例では上腸間膜動脈根部 。大動脈周囲リンパ

節再発が高頻度にみられた。この様にリンパ節有転移

例の予後は不良である事が明らかとなったが,今 後は

腸間膜動脈根部 ・腹腔動脈周囲 ,大動脈周囲リンパ節

の徹底した郭清および門脈 。上腸間膜動脈等の周囲臓

器合併切除をふくめ検討される必要があると考えられ

た。以上膵頭部領域癌の拡大郭清症例について, とく

にリンパ節転移状況および予後の面より検討し若子の

考察を加え報告した。
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